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第１部 招待（基調講演）講演 

・長谷川 成人 

（東京都医学総合研究所 脳・神経科学研究分野長） 
＊2022 年 時実利彦記念賞・クラリベイト引用栄誉賞受賞  

 

第２部 研究の最前線報告 

・酒井 秀紀（富山大学副学長 薬学部） 

・関根 道和（富山大学医学部長） 

・宮本 憲優（筑波大医学医療系教授・エーザイ(㈱)主幹研究員） 

・中町 智哉（富山大学術研究部理学系講師） 
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長谷川 成人氏 略歴 ；長谷川成人氏は 1961年妙高市生まれ、1979年県立高田北

城高卒。1984 年に富山大学理学部を卒業後、筑波大学大学院修士課程修了。大手生

活用品メーカーのライオンに勤務後、東京大学医学部、イギリスの MRC分子生物学研

究所などを経て、2001年に東京都精神医学総合研究所（現都医学研）分子神経生物

部門長に就任。2020年より現職。専門分野は神経病理生化学で医学博士。長谷川成

人氏は、全身の筋肉が徐々に動かなくなる筋萎縮性側索硬化症（ALS）の発症に関わ

るタンパク質を発見し、2006年に論文を発表。2022年時実利彦記念賞、クラリベイト引

用栄誉賞を受賞。 

 

      富山大学 脳・神経科学シンポジウム 

～脳疾患に関する研究最前線～ 


